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特集 : 果樹病害の発生予察の現状と 展望( 1 )

病害虫発生予察事業の現状と今後の展望一一果樹を中心として
ぁ
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は じ め に
追加 さ れた 。 さら に 近年， 需 要が急増 し 農業生産上重要
な位置 を占 め る に至 っ て い る 花 き に つ い て ， 平成 3 年度

昨 年 は， 6 月 に台風 7 号， 8 号 が 相 次 い で上 陸 し， 7 
月 に は 9 号が上陸 し た 。 8 月 に は 11 号が九州、| に 接近 し，
さら に 13 号が南西諸島 を 通過す る な ど， そ の 影響 を 強
く 受 け た 年 と な っ た 。 気象庁 に よ れ ば， 6 月 に台風が 2
個上陸 し た の は， 実 に 1951 年以来の こ と で果樹病害虫
の発生 に も 少 な から ず影響 を 及ぽす こ と に な っ た の は い
う ま で も な い。

表-1 果樹関係の特殊調査の実施

本稿では， そ れぞれの果樹での病害虫 の発生状況や今
後 の 課題 に つ い て は 他稿 に ゆ ず る こ と と し て ， 本年で

33 年 目 を迎 え た 果樹 の 病害虫発生予察事業 を 中 心 に ，
病害虫発生予察事業の こ れ ま での経過 と 現状を整理 し ，
今後進むべ き と 考 えら れ る 一 つ の 方向 に つ い て 私見 を交
え ま と め て みた 。

I 病害虫発生予察事業の変遷

昭和 16 年， 戦時体制下で食糧増産が重要 な 国策 と し
て 取 り 上 げら れて い た 時代 に ， 適期防除 を 実施 し て 防除
の完壁 を期 し， 被害 を 最小限度 に 抑 え る た め ， 発生予察
事業が開始 さ れた 。 初期 の こ ろ は， 主 と し て 直前の発生
予想であ っ た た め ， 比較的そ の 的中度 は高か っ た が， し
ば し ば， 防除適期 に 間 に 合 わ な い こ と も あ っ た 。 し か
し， 昭和 23 年から 始 ま っ た食糧 1割 増産運動 に お い て ，
高 い頻度 での発生予察情報の提供 と 精度 が要求 さ れ る 一
方， 防除資材の生産配給の計画 樹立の た め長期予報の必
要性が増大 し た 。

昭和 36 年の 農業基本法の制定 を契 機 と し て ， わ が国
の農業が米 中心から 果樹， 野菜， 畜 産 な どへ と 選択 的拡
大 を志 向 す る こ と と さ れ， 果樹振興対策の一環 と し て 同
年から 果樹等病害虫発生予察実験事業が開始 さ れ， 昭和
40 年 に 本事業化 さ れ た 。 そ の 後， 野菜生産 の健全 な 発
展 と 国民消費生活の安定 に 資す る こ と を 目 的 と し て 「野

菜生産出 荷安定法」 が制定 さ れ， 野菜の安定供給， 品質
の維持 ・向 上 を 図 る こ と を 目 的 と し て ， 野菜が本事業 に
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課題名 お よ び実施 年

ハ ダニ類の発 生予察方法の

確立

(昭 和 45 年�49 年)

発 生予察事業電子計算機利

用方法開発

(昭和 47 年�49 年)

果樹うどん こ病の発 生予察

方法の確立

(昭 和 48 年�51 年)

果樹ノ、 モグ リ ガ類の発 生予

察方法の確立

(昭和 50 年�55 年)

シ ミ ュ レ ー シヨ ン に よ る発

生予察方法の確立

(昭 和 52 年�56 年)

果樹 カ メ ム シ類の発 生予察

方法の確立

(昭 和 54 年�58 年)

誘引 剤の利用方法の改善

(昭和 57 年�61 年)

果樹 ア ザ ミ ウ マ類の発 生予

察方法の確立

(昭 和 59 年�63 年)

果樹輪紋病の発 生予察方法

の改善 (平成元 年�5 年)

薬剤抵抗性 ア プ ラ ム シ 類の

発 生予察方法の改善

(平成 6 年�9 年)

集合フ ェ ロ モ ン に よ る果樹

カ メ ム シ類の発 生予察方法

の改善 (予定)

(平成 10 年�13 年)
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事業実施担当県

りんご:青森 ， 長野

なし:千 葉， 鳥取

かんきつ:静岡 ， 愛媛 ， 佐 賀

茶:三重 ， 鹿児 島

イ ネの病 害虫:煽 り ， 長野 ， 福岡 ，

静岡 ， 高知， 鹿児 島

カ ン キ ツ 黒点病 :静岡 ， 愛媛 ， 佐 賀

ヤ ノネ カ イ ガ ラ ム シ:神奈川 ， 広島，

熊本

りんご.秋田 ， 福島

ぶど う : 山梨 ， 岡 山

りんご:青森 ， 長野

なし:千 葉

も も: 山形， 富 山 ， 広島

イ ネい も ち病:青森 ， 福島， 茨城，

福岡

ミ カ ンハ ダニ:静岡 ， 広島， 愛媛 ，

佐 賀

も も ， おう とう ， りんご:福島， 長野

なし:千 葉， 鳥取

かき:奈良 ， 福岡

リ ンゴコ カ ク モ ン ハ マ キ:青森 ， 長野

ナ シヒ メ シ ン ク イ :岡 山， 長崎

チャノコカク壬ンハマキ，チャハマキ:静岡
コ ナ ガ:群馬 ， 岐阜， 島根 ， 大分

かんきつ:静岡 ， 和歌 山， 佐 賀 ， 長 崎

ぶどう: 山形， 山梨

かき:新潟 ， 福島， 奈良， 広島

山形， 福島， 茨城， 新潟 ， 広島， 長 崎

果樹 お よ び野菜等の ワ タ ア プ ラ ム

シ:静岡 ， 奈良 ， 広島， 愛媛 ， 佐

賀 ， 長 崎， 宮 崎
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表-2 調査実施 基準 (全 国統一基準) の設定さ れてい る病 害虫

作 物
基準のあ る

病 害虫数
基準のあ る病 害虫の事 例

かんきつ

り ん ご

13 

14 

黒点病 ， そう か病 ， かい よう病 ， ヤ ノネ カ イ ガ ラ ム シ， チ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウマ
モ ニ リ ア病 ， 斑点落 葉病 ， キ ン モ ン ホソ ガ， ハマ キ ム シ類

な し

も も

14 

11 

黒斑病 ， 黒星病 ， 赤星病 ， うどん こ病 ， シ ン ク イ ム シ類， ハダ ニ 類

黒星病 ， せん孔細菌病 ， ナ シヒ メ シ ン ク イ ， カ イ ガ ラ ム シ類

ぶ ど う 13 晩腐病 ， うどん こ病 ， べ と病 ， プ ド ウ ス カ シノ� ， ハ ダニ 類
由、 き 10 炭そ病 ， 円星落 葉病 ， カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

う め 5 黒星病 ， かい よう病 ， ア プ ラ ム シ類

おう とう 4 灰星病 ， ハ ダニ類

く り

茶
6 

13 

実炭そ病 ， モ モ ノゴマ ダ ラ ノ メ イ ガ， ク リ シギゾ ウ ム シ

炭そ病 ， も ち病 ， チ ャ ノコ カ ク モ ンハマ キ ， チ ャ ノ ホソ ガ

から 実験事業が開始 さ れ， 平成 10 年 4 月 から キ ク を は
じ め と し た 8 品 目 に つ い て 本事業化 さ れ る こ と と な っ
た 。

以上の よ う な経緯 を経て ， 現時点で発生予察の た め の
全国統一の 調査実施基準が定 めら れ て い る も の は， 32 
作物延べ 208 病害虫， 一方， 都道府県が実際 に発生予察
の対象 と し て い る も の は若干 の 年次変動 は あ る が約 70
作物， 延べ約 1 ， 070 病害虫 に の ぼ っ て い る 。

E 発生予察事業の現状

果樹 を は じ め と し た病害虫発生予察事業 は ， 都道府県
の病害虫防除所 の職員 お よ び農業試験場等 に 設置 さ れた

発生予察事業 に 従事す る職員 が中心 と な り ， 非常勤 の病
害虫防除員等の協力 を 得 て ， 定点 に お け る 調査が定期的
に 実施 さ れて い る 。 巡 回調査で は ， 作物の生育状況， 病
害虫発生状況 な ど を継 続 し て 実施 し， こ れら の デー タ を

解析す る こ と に よ り 発生予察情報 を作成 し て お り ， そ の
結果 を 予察情報 と し て ペーパー に取 り ま と め て 関係者 に

提供す る と い う 仕組 み の大筋 は ， 発生予察事業開始当 時
と 本質的 に変わ っ て い な い。

情報の提供先 と し て は， 現在， 関係者 に提供す る こ と
と の み規定 さ れ具 体的提供先 を規定 し て い な い が， 実際
に は 農業改良普及セ ン タ ー， 市町村， 農協， 共済等現場
の 防除実施者 を直接指導す る 者の技術的情報 と し て 提供
さ れて い る 。 こ う し た こ と か ら ， 警報な ど を 除 け ば一般
的な農家が発生予察情報 を直接手 に し て 防除の要否 を 決
定す る 場面 は 少 な い と 思わ れ る 。 ま た， 情報の流れは病
害虫防除所 から 関係機関への一方的かつ定期的な伝達 と
な っ て い る よ う であ る 。

な お， 病害虫 の発生現況 デー タ は国への報告が義務 づ
けら れ て お り ， 後述の 「植物防疫情報総合ネ ッ ト ワ ー ク
シ ステ ム (i JPp -NE T J ， 以下同 じ。 ) J に よ り ネ ッ ト ワ
ー ク 上 に デー タ ベ ー ス 化 さ れて い る 。 ま た ， 多発生が予

表-3 JPP-NET の加入者 (平成 10 年 1 月 l 日現在)

都道府県病 害虫防除所 47 

都道府県病 害虫防除所支所 19 

都道府県庁 19 

都道府県農業 試験 場など 15 

農林水産省行政機関 25 

農林水産省 試験研究機関 6 

会社 25 

団体 11 

生産者団体など 2 

計 169 

想、 さ れ る 場合 に は ， 緊 急 に 検討が行わ れ， 警報や 注意 報

が発表 さ れ る 。 こ れら 発生予報や警報， 注意 報 な ど発生
予察情報は ， 都道府県内や近隣県 の 関係者 に伝達 さ れ る
と 共 に ， 直 ち に JPP-NE T に 登録 さ れ る 。

皿 JPP-NET

都道府県 は ， 発生予察事業 に よ り 病害虫 の現況 デ ー タ
や発表 し た 発生予察情報 を 国 に報告す る 義務 を負 っ て い
る こ と は 先 に も 述べた が， こ れら は か つ て は 郵送 に頼 っ
て お り ， 必ず し も迅速 な対応 が とら れて い な か っ た こ と

から ， 昭 和 60 年代当 初 に 全 国 の病害虫防除所 と 植物防
疫課 を オ ン ラ イ ン で結ぶ ネ ッ ト ワ ー ク が構築 さ れた 。 当
時 と し て は画 期 的 な も の で あ っ た が， 48 端末 の ク ロ ー
ズ ド シ ステ ム で あ っ た こ と ， デー タ ベ ー ス 機能が な か っ
た こ と (予報類 は 年 ご と ， デー タ 類 は毎 月 ク リ ア さ れて

し ま う ) な どから 通信技術の 目 覚 ま し い進歩から 取 り 残
さ れ， シ ステ ム の更新が不可欠 と な っ て い た 。

こ の よ う な背景 に よ り ， 新た に 構築 さ れた JPP-NE T
は， 旧 シ ステ ム の発生予祭 事業 の情報伝達機能 は も ち ろ
ん 現在考 えら れ る 最新の基本機能 を 装備 し， 過去 から
の発生予察情報， 農薬登録情報， 気象情報， 技術相談掲
示 板等 デ ー タ ベ ー ス 機能 も 備 え た シ ステ ム と な っ て い
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表 - 4 lPP-NET で提供さ れ る主な情報

項 目 内
廿h・"

病 害虫発 生予察情報 国， 都道府県が発 表す る聖子報 ， 注意報 ， 特殊報 ， 予報な ど全て の発 生予察情報が， リ ア ル タ イ ム で一覧 表

示さ れ， 必 要 に応じて本文を取 り 出 すこ とが でき る . 平成 8 年か らのこ れら発 生予察情報が逐次蓄積さ れ，

キ ー ワ ー ド 検索機能 に よ り デ ー タベ ー ス 化さ れ る (本文検索可能 ) . 特 に 技術情報 として過去 に発 表さ れた も
の の価値が 高 い特殊報 につ いて は， 昭和 51 年ま で遡ってデ ー タベ ー ス 化さ れて お り ， そ れ以 降 に 都道府県 か
ら発 表さ れた すべて の特殊報が本文， 図 表， 写真 と と も に蓄積さ れて い る .

病 害虫現況デ ー タ 病 害虫防除所が調査し た病 害虫発 生調査の状況デ ー タや全 国 200 余地点 の ウ ン カ 類飛来状況デ ー タが随 時

ホ ス ト に蓄積さ れて いて， 必 要な時点 で最新デ ー タ を いつ で も 取 り 出 すこ と が でき ， さ らに そ の状況 を 都道

府県別地図 に プ ロ ッ ト 表示す る こ とが でき る . ま た ， ウ ン カ 類飛来状況デ ー タ は昭和 40 年まで遡ってデ ー タ

ベ ー ス 化さ れて お り ， 表計算ソフ トな ど を使って各種の解析が可能 となって い る .

病 害虫発 生防除面積 農林水産 省 で は主 要作物 の主 要病 害虫 につ いて， そ の発 生面積， 実 防除面積， 延べ防除面積 を 都道府県 か
デ ー タベ ー ス ら報告して も らい， 都道府県別 の統計資料 として毎 年取 り ま と めて い る . こ の報告 ・ 集計作業 をlPP-NET

のホ ス ト コ ンビュ ー タ を使って行 う 結果 ， lPP-NET の 中 に こ れらの統計デ ー タ のデ ー タベ ー スが構築さ れ

るこ と にな る . こ のデ ー タベ ー ス も 全 国 の全作物 ・ 病 害虫 を引き出して一覧印刷 す るほか， 特 定 のプ ロ ッ ク

や県 のデ ー タ ， さ らに病 害虫 を絞 り 込ん だデ ー タ を引き出し た り ， 数年 にわ た るデ ー タ ， 例え ば過去 5 年の

い も ち病 の発 生面積 のデ ー タ を引き出 す， と い う こ と も でき る . ま た ， こ れ ら引き出し たデ ー タ は 保存 す る

こ とが でき る の で， 各種の ア プ リ ケ ー ショ ンソフ ト に読み込ん でグ ラフ を 書 かせ た り デ ー タ解析 す るこ と も

可能 であ る . さ らに， 平成 9 年 10 月 からは航空散布 に よ る病 害虫の防除面積 ・防除費用 につ いて も ， デ ー タ

の蓄積 と 検索が可能 となって い る .

気象情報 気象庁 (各地の気象台 ) が発 表 す る 全 国各地の天気予報 ， 週 間予報 (毎 日更 新 ) ， 1 か月予報 (毎週更新 ) ， 

3 か 月予報 (毎 月更 新 ) や ， 全 国の ア メ ダスデ ー タ の利用が可能 . 特 に ア メ ダ スデ ー タ は ， イ ネ い も ち病 発 生

予測 シ ミ ュ レ ー ショ ン シ ステ ムな ど に直接デ ー タ 入力 す る た め のフォ ー マ ッ ト で， ユ ー ザー の設定 に よ り 定

期的 に自動受信 す るこ とが可能 となって い る . ま た ， 平成 10 年度からは 5 キ ロ メ ッ シュ の気象デ ー タ の利用

も可能 とな る .

農薬登録速報 農林水産 省が行 う 農薬登録 (新規登録， 拡大登録 ， 登録失効 )につ いて ， 登録即 日 に登録 内容 を 取 り 出 す

こ とが でき る (登録失効情報 は毎 月I 回) . ま た ， こ の情報 は カ ン マ区切 り のテ キ ス ト デ ー タ であ る た め， ユ

ー ザ ーが ス プ レ ッ ド シ ー ト な ど に読み込ん で簡易デ ー タベ ー ス を 作 るこ とな どが でき る .

総合農薬デ ー タベ ー ス 厚生省や環境庁が 定 め る 農薬の各種基準値 (残留 農薬基準， 環境基準な ど) が 農薬名， 基準設定作物名な

ど の キ ー ワ ー ド か ら検索が でき るデ ー タベ ー ス を構築して い る . ここ で は不定期 に発 表さ れ る基準値 の追加

変更 につ いてデ ー タベ ー ス に順次更新が加え られ， 常 に最 新 のデ ー タ を 検索 す るこ と が でき る . ま た ， 現在

は外部デ ー タベ ー ス であ る全 農 APPINES を利用 す る こ と に よ り 農薬登録 内容 の検索が可能 であ るが， 将来

的 に は登録 農薬デ ー タベ ー ス ・基準値デ ー タベ ー ス ・ 農薬物性デ ー タベ ー スな ど と リ ン クして， 日 本 に おけ

る 農薬の各種情報が ト ー タ ル に 入手 でき る こ と を計画して い る .

関係雑誌索引 日本 で は植物防疫関係 の学会誌や普及誌， 農薬 メ ー カ ー の技術雑誌な どが かな り の 数， 定期 ・ 不定期に発

行さ れて い るが ， こ れらを網羅 す るデ ー タベ ー ス はな い . こ の た めこ れら関係誌 の総合索引 を 作成 す るこ と

を予 定して お り ， 近い将来 タ イ ト ルや著者， 対象病 害虫な ど の キ ー ワ ー ド で検索 す る こ と が でき る シ ステ ム

を順次分野 別 ・ 書籍別 に構築 す るこ と を計画 中. 平成 10 年度 からは， 植物防疫分野 の専門誌 であ る 月刊誌「植

物防疫」 の総 目 次 検索 を利用可能 .

web lPP-NET の電子掲示板 はテ キ ス ト 主体のボディ に 対して複 数の添付資料 を付加 でき る シ ステ ム を 取っ

て お り ， 図 表や ス プ レ ッ ド シ ー ト ， 画像な どのファ イ ル をや り と り でき る . し かし ， こ れらのファ イ ル は い

っ たん ダ ウ ン ロ ー ドし た 後， そ れぞ れの ア プ リ ケ ー ショ ンソフ ト で閲覧しなけ れ ばな らな い こ と か ら， よ り

手軽 で， はや り の マ ル チ メディ ア情報 の提供 に 取 り 組むこ と として い る . こ れ は イ ン ト ラネ ッ ト シ ステ ム に

よ る web で実現す る予定で， 近い将来 に は イ ン タ ーネ ッ ト への移行 を 含 めて の検討 をして い る と と も に ， イ

ン タ ーネ ッ ト ホ ス ト として利用者 にホ ー ムペ ー ジ を開 設 す る 場 を提供す る こ と も 検討して い る .

る 。 平成 9 年 4 月 に 本格稼働 し ， 今春 か ら い も ち病 の初
発か ら 穂い も ち予測 ま で を サ ポ ー ト す る シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン シ ステ ム を提供す る な ど順次発展 す る こ と と な っ て い
る 。 な お. JPP-NE T は会員 制で， 運用 を担当 す る 社団
法人 日 本植物防疫協会 に 申 し込 む こ とに よ り ， 誰 で も 利
用 す る こ と が可能 で あ り (有料) . 農業者団 体 あ る い は

農家 自 身 で も 直接情報 を 入手 で き る 体制 と な っ て い る
(表 -3) 。

W 発生予察事業の課題

こ れ ま での発展 経過 と 現状 を 整理 し て み た が， そ もそ
も 発生予 察事業 の仕組 み は ， 事業開始当 初対象 と し て い
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た い も ち 病や ウ ン カ 類 な ど広域 に ま と ま っ て 栽培 さ れ る
作物 に 発生 ま ん延 し ， 共同 で広域 に一斉 防除す る こ と が
有効な病害虫 に 対 し て は き わ め て 優れた仕組 み で あ っ
て ， 戦後の食料増産 に 果 た し た 役割 は大 き な も のがあ っ
た。

そ の後， 果樹 を は じ め， 野菜， 花 き へ と 拡大 し て き た
訳 で あ る が， 求 めら れ る 課題 も 「増産j から 「安 定 生
産J. r 高品質J. r 低 コ ス ト j と 変遷 し ， 現在で は 「環境
保全」 が加 えら れて い る 。 こ の よ う な社会的課題 に 対 し
て 植物防疫分野で は 「適時適切 な病害虫防除」 を 実施す
る こ と で応 え て き た が， 一 方 で発生予察事業 に つ い て
様々 な課題が指摘 さ れ る よ う に も な っ て き た 。 こ の こ と

に つ い て は， 昨 年秋の 中国四園 地区植物防疫地区協議会

に お い て 生産者 を 含 め た 自 由 な意 見交換の場が設 けら
れ， そ の課題や方向 性 に つ い て 議論す る 機会があ っ た の
で， 自 分 な り に以下の よ う に整理 し て み た 。

1 求められる情報作成と多角的な情報提供のあり方

情報 を 発信 す る 以上有効 に 活 用 さ れ な い と意 味 が な
い。 先 ほ ど情報の流れ は 関係機関への一方的かつ定期的
な伝達 と な っ て い る よ う だ と 述べ た が， そ もそ も ど こj ま
で活用 さ れて い る の か を ， ーから 把握 し て み る こ と が大

切 だ と 考 えら れ る 。 も ち ろ ん事業の性格上パ ソ コ ン通信

のア ク セ ス 回数の よ う に 単純 に 数値化 さ れ る訳 で は な い
の で， 一筋縄 に は い か な い の は承 知の上であ る が， そ こ
で初め て ， 最終的 に 受 け取 る 側であ る 生産者が求 め て い
る 「 い ろ い ろ な形 j と い う も の が把握で き る の で は な い
だ ろ う か。

必要な情報 は 受 け手 が対価 を 払 っ て で も 求 め る 時代で
あ る 。 実際， あ る 民間会社 はパ ソ コ ン通信 に よ り い も ち
病の好適感染 日 の情報提供 を始め て お り ， 利用者 も あ る
と聞 い て い る 。 期待 さ れ る 情報 と は ? に 加 え ， 今の時
代， 受 け取 り や す い情報通信技術 と は ? に つ い て も 検
討す る 必要があ る よ う だ。

2 今後の具体的な取り組み

( 1 )  予報地域の重点、 化
予察情報で広域 な発生動向 がわか っ た と し て も ， 熱心

な生産者の多 い地域 (主要産地) で は ， 実際に 自分の地
域 は ど う か， 園地 は ど う か と い う 限定 さ れた範囲 内 に お
け る 情報 と は なら な い。 昨 年度 の全 国病害虫防除所 長会
議で， こ の よ う な地域への対応 策 と し て ， 防除員 の重点
配置 を進め て い る ケ ー ス が報告 され て お り ， 状況 に応 じ
た地域の重点化が必要 と 考 えら れ る 。

( 2 ) 情報内容の 多様化
現在の発生予察の ほ と ん ど は， 化学農薬 に よ る 防除が

前提 に な っ て い る 。 昨 年本省で開催 し た 事例発表会の課

題 と し て も 取 り 上 げら れた よ う に ， 果樹で は リ ン ゴ害虫
防 除のた め に性 フ ェ ロ モ ン剤が効果 を あ げて い る こ と が
報告 さ れ る な ど， 多 角 的 な技術 に よ る 防除が広 く 検討 さ
れ て お り ， 今後普及 し て い く も の と 考 えら れ る 。 し か

し， こ の よ う な技術 に ， 現在の ま ま の発生予察 に よ る情

報だ け で十分対応 し て い け る の で あ ろ う か。 特に， 品質
に関す る 消費者ニ ー ズが多様化 し て き て い る 現在， 最高
品質を前提 と し た唯 一の 要防除水準 を も と に 発生予察情
報 を 提供す る こ と が妥当 で あ る の だ ろ う か。

こ の こ と は， 現行の 「発生時期 お よ び量」 だ け で は な
く ， 要防除水準や薬剤抵抗性， 適用農薬の種類 な ど関係
す る 情報 を 盛 り 込ん だ総合的な情報提供 に よ り 対応 し て
い く べ き も の と 考 えら れ， そ れ を 望 む声 も 強 い 。 ま た ，

要防除水準が多様化 し て い る 現在， 病害虫防除所 の調査
デー タ をそ の ま ま 伝 え ， 防除要否 は 受 け手 側 に 判断 さ せ
る よ う な情報提供 に つ い て も ， ニ ー ズ は さら に 大 き く な
る の で は な い か と 考 え て い る 。

( 3 ) 多 角 的 な情報通信技術の活用

情報の流れ は病害虫防除所 から 関係機関への定期的な

伝達の ほ か に ， 生産者 自ら が直接受 け取 り や す い 多 角 的
な流れ を 用意 す る こ と が こ れ ま で に 取 り組 ま れて い る 。

こ の情報伝達 に つ い て は， 昭 和 55�60 年 ま で の 補助事

業 に よ り ， 年次計画 的 にテ レ ホ ン サ ー ビ ス 機器 を 各都道
府県 に整備 し， 情報 を必要 と す る 者が 自ら働 き か け収集
で き る 情報化社会 に 対応 し た サ ー ビ ス を ス タ ー ト さ せ
た 。 近年， 三重県 で は全 国 に 先駆 け一般家庭 の フ ァ ッ ク

ス でい つ で も 取 り 出せ る 「 フ ァ ッ ク ス サ ー ビ ス」 を 開始

し た 。 こ の取 り組 み は情報通信技術の進展 に敏 感 に 対応

し た こ と は も と よ り ， サ ー ビ ス に愛称 を 付 け ， マ ス コ ミ

に対 し て 自ら の取 り組 み 内 容 を 紹介す る 等， 発生予察事

業 に お い て手 薄 で あ っ た 発信者 自ら の い わ ばr PR 活
動j の重要性 も 示 し た 点 で意義が あ る 。

V 発生予察事業の将来展望

平成 9 年の病害虫 の発生 を 見 る と ， た び重 な る台風の
襲 来 に よ り か ん き っ か い よ う 病が各地で多発 し た が， 平

成 7 年大発生 し た 果樹カ メ ム シ類が， そ の産卵場所 と な
る 針葉樹の果実量が全 国的 に 少 な か っ た こ と で， 一転 し
て平年並み以下 と な っ た 。 今後 も 国 と 都道府県 の ネ ッ ト
ワ ー ク に お い て 広域的な発生予察 あ る い は全 般的 な 発生

動向 と し て ど の よ う な傾向 に あ る か を 常時把握す る 必要
があ る こ と から ， 現在の体制 に よ る 発生予察事業 は継 続
さ れな け ればなら な い。

一方， 昨 年の カ メ ム シ類の薬剤防除が繰 り 返 さ れた 地
域では， 天敵が減少 し た こ と 等から カ イ ガ ラ ム シ類の越
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冬成虫が婚 加 し思わぬ と こ ろ で多発 し た な ど， 現場 レベ
ルで き め細か く 対応 し な け れ ば， せ っ か く 提供す る 発生

予察手法 も 防除 に 直結 し て い か な い病害虫や栽培体系が

あ る こ と から ， こ れら に つ い て は 受益者す なわ ち 農家 自
身で も 発生予察 を 実施 し て い く べ き で あ る 。

今後 は， 都道府県 に よ る 広域， 中 ・ 長期的発生予察情
報の提供 と ， そ こ で提供 さ れ る 発生予察手法 を活用 し た
農家 自ら が行 う 発生予察 と が あ い ま っ て ， 適正でかつ 的
確 な 防除が実施 さ れ る こ と が望 ま れ る 。 し か し こ れ に
は， ①病害虫防除所 が行お う と すれ ば調査実施の労力 的
な制約があ る 一方 ， ②生産者側が行お う と す れ ば専門的
で高度 な ノ ウ ハ ウ が必要 な デー タ の 解析がで き な い と い
う 問題があ る 。 こ れ を 解決す る 一つ の取 り組 み と し て ，
岩 手県が配布 し て い る マ ニ ュ ア ル 「農家がで き る 発生予
察 と 防除」 がわ か り や す い。 都道府県 に お い て 今 ま での
発生予察事業で得た ノ ウ ハ ウ を地域の 主要作物 に つ い て
防除の ポ イ ン ト ま で含 め て ま と め た も の であ る が， 生産
者が直接防除要否 の判断材料 と し て 参考 に で き る 点で評
価で き る 。 ま た ， 防除指導 の基 と な る 県 の 防除基準等で

は， 病害虫 ご と の農薬の羅列 だ け で は な し そ の防除に
つ い て の ポ イ ン ト (要防除水準) を 解説 し た り ， 農薬の

一覧 と は別 に 発生予察の手法や農薬 を含む多角的 な 防除
法 を ま と め て い る 都道府県が あ る 。 こ の よ う な取 り組 み
を推進す る た め に 本年度創 設 さ れた の が 「総合的病害虫

管理技術実証事業j で， そ の柱 は ， ①都道府県での地域

レベルでの発生予察 お よ び防除の 技術確立， ②主要産地
( モ デル地 区) に お け る 導入 と 評価， から 成 り 立 っ て お
り ， 本事業 で は ， 病害虫が発生 し たら即 農薬 を散布す る

と い っ た 従来型 の指導， 普及 は 受 け 入れら れな く な っ て

い る こ と を 念頭 に ， I 現場 で の 発生予察 の 実践 ， 要 防 除
水準の明確化， 実行可能 な 防除法の提供」 の体制 を 整備
し， 実証す る も の で あ る 。

お わ り に

本稿で述べて き た こ と は， あ く ま で今後発生予察事業
を拡充 ・ 発展 さ せ て い く 一 つ の方向 性 に す ぎ ず， か な り
の私見 も 交 え た が， こ の よ う な取 り組 み が進 ん でそ の成
果が普及 ・ 浸透 し て い け ば， 発生予察事業の対象 も ， 県
段階でカ を い れて い く も の と 現場 に 任せ て よ い も の と に
区分 け す る こ と がで き る 。 広域的 な 従来 の発生予察情報
に 加 え ， 地域々 の発生予測に 基づ く 的確な 防除が有機的
に 連携 し 防除効果 を 上 げ て い く こ と が で き る と 思 わ れ
る 。

今後， 発生予察事業 を ど の よ う に 推進 し ， そ れ に基づ
く 病害虫防除 を ど の よ う に 展 開す る か と い っ た 議論が，

私 を 含 め た 病害虫防除所 の若 い世代 を 中心 に 交 わ さ れ，
こ れ を 通 じ て ま も な く迎 え る 21 世紀 に お い て も 期待 さ
れ る 事業 と し て 大 い に発展 す る こ と を切望す る も の であ
る。

|本 会 発 行 図 書|

『応用植物病理学用語集』
漬屋悦次(前農林水産省農業環境技術研究所微生物管理科長) 編著

定価 4，893円(本体4，660円) 送料 340円 B6版 本文506ページ

植物病理学研究に必要な用語について， 植物病理学はもちろん， 農薬， 防除， 生化学， 分子生物学な

どについても取り上げ(約6，800語) ， 紛らわしい用語には簡単な説明を付けそれぞれを英和， 和英に分

けてアルファベット順に掲載し， また， 付録には植物のウイルス， 細菌， 線虫の分類表を付した用語集

です。植物病理学の専門家はもちろん広く植物防疫の関係者にとってご活用いただきたい用語集です。

お申し込みは前金(現金書留・郵便振替)で直接本会までお申し込み下さい。
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